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〜第２期・第３期生、全課程を修了〜
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
た
地
域
づ

く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
な

ど
を
目
指
し
、
平
成
22
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
地
域
人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
ラ
ン
事
業
」
の
第
２
期
生
９
名
と

第
３
期
生
12
名
が
２
年
間
の
研
修
を
終

え
、
全
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

第
２
期
生
は
「
産
業
を
興
す
人
材
育

成
」、
第
３
期
生
は
「
集
落
づ
く
り
支

援
員
の
育
成
」
を
研
修
テ
ー
マ
に
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
る
講
師
の
講
座
を
受

講
、
知
識
を
磨
か
れ
ま
し
た
。
全
て
の

研
修
を
終
え
ら
れ
た
受
講
生
の
合
同
閉

講
式
は
、
１
月
20
日
に
季
の
郷
湯
ら
里

で
開
か
れ
、
受
講
生
と
関
係
者
、
町
民

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
、
小
沼
一
弘
町
教
育
委

員
長
は
「
こ
の
講
座
で
の
経
験
を
生
か

し
育
ん
だ
夢
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。
今

後
の
皆
さ
ん
の
活
動
は
町
民
に
勇
気
を

与
え
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、
続
い

て
目
黒
町
長
は
「
こ
の
講
座
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、
目
標
に
向
か

っ
て
全
力
で
挑
戦
し
皆
さ
ん
が
考
え
て

い
る
こ
と
、思
い
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
目
黒
町
長
か
ら
受
講
生
一

人
一
人
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、
そ
の

後
受
講
生
に
よ
る
研
修
成
果
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
発
表
で
は
、
皆
さ
ん
が

今
後
取
り
組
も
う
と
さ
れ
る
プ
ラ
ン
な

ど
が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
ど
れ

も
地
域
の
発
展
や
振
興
に
つ
な
が
る
と

期
待
で
き
る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し

た
。受

講
生
皆
さ
ん
に
、
研
修
を
修
了
さ

れ
て
の
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

地
域
人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
事
業
「
ふ
る
さ
と
只
見
・
人
材
育
成
講
座
」

氏　　名 住　　所 タイトル・プラン
石橋明日香 蒲　生 只見のお宝プロデュース
三瓶　宏人 只　見 高齢者お手伝いサービス
目黒　芳雄 只　見 薬草の町づくりと里山再生への新しい森林づくりへの挑戦

目黒　　信 埼玉県
（只見出身） 無農薬野菜の販売を通して只見町の活性化を図る

佐藤　順子 叶　津 人材育成講座を受講しての想い

山中　美明 黒　谷 只見農家レストラン＆アットホーム居酒屋
松沢　健次 坂　田 調理用オリジナルトマト「奥会津ルビー」の販売
髙木　正貴 坂　田 雪下野菜の販売
伏見　正寛 梁　取 トマト石鹸の製造販売

グループ 氏　　名 住　　所 タイトル（私たちの目指す夢集落）

Ａ

渡部スミ子 小　川
≪お年寄りに優しい集落≫
　大事な先人達は
　　　　平等に楽しんで欲しい

佐藤　順子 叶　津
赤塚　洋介 長　浜
松沢　健次 坂　田

Ｂ

会田いづみ 塩ノ岐 ≪みんな家族で生き生き集落≫
　①～異世代がいつでも集まって、
　　　　ほっとできるような集落～
　②～家族に学ぶ教育～
　③～楽しみながら子育てがしやすい集落～

菅家　成美 黒　谷
酒井みき子 黒　谷

佐藤　　学 只　見

Ｃ

石橋明日香 蒲　生 ≪資源を活かした集落≫
　～イベントを開催し多くの観光客を呼ぶ
　～自然の中で遊び学ぶ仲間づくり
　～資源探しの組織づくり

目黒　良樹 熊　倉
三瓶　彰治 叶　津
三瓶　真人 楢　戸

第
２
期
生『
産
業
を
興
す
人
材
育
成
』

プ
ラ
ン
一
覧
（
敬
称
略
）

第
３
期
生
『
集
落
づ
く
り
支
援
員
の
育
成
』

プ
ラ
ン
一
覧
（
敬
称
略
）

▲研修を修了されたみなさん▲受講生の成果発表
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石橋　明日香さん（２・３期生）
これからも只見の未来のために何
ができるかを常に考え、少しずつ
でも確実に形にしていこうと思う。

目黒　芳雄さん（２期生）
農地、遊休地の荒廃化対策、高齢
者の収入増加を図り観光にも活か
せる薬草の町づくりを興したい。

佐藤　順子さん（２・３期生）
大変忙しく、原発の風評被害のため販売
に飛び回る２年間でもあった。学んだノウ
ハウを生かし、製造・販売をしていきたい。

松沢　健次さん（２・３期生）
一生勉強のつもりで受講した。今後は持続
可能な事業展開や集落づくりを目指し頑張
りたい。「集落活性化倶楽部」を立上げた。

伏見　正寛さん（２期生）
起業のきっかけは意外と身近にあ
るものが多いので、日頃から意識
するように心がけていきたい。

渡部　スミ子さん（３期生）
そこに住む人を大切にして、人の
ために自分らしく生きる、そうい
う仕事をしていきたい。

目黒　良樹さん（３期生）
今後は「ニケ（３期生の組織名）」
と言う組織を活用して、楽しいイベン
トを企画し多くの情報発信をしたい。

赤塚　洋介さん（３期生）
家族や行政の協力を得ながら、１人
暮らしの老人世帯を少なくする夢集
落を実現したい。（ホームシェア等）

三瓶　真人さん（３期生）
人材育成講座を通して「只見町の新しい
観光」の構想ができた。まずは、只見町の
素材集めと整備を見直していきたい。

三瓶　宏人さん（２期生）
私は、ダイヤモンドプラン事業で勉強
した事を生かして、只見町の高齢者
の支援やお手伝いをしていきたい。

目黒　　信さん（２期生）
事業を通して、首都圏の人達と只見
をつなぐ架け橋の役割を果すととも
に、新しい地域づくりに貢献したい。

山中　美明さん（２期生）
自分のやりたい方向性が見えてき
た。只見の特色を活かした新しい
事業を必ず始めたいと思う。

髙木　正貴さん（２期生）
起業する際、事前の計画の重要さ
と、計画時の着眼点を学んだ。今
後の営農に活かしていきたい。

会田　いづみさん（３期生）
グループで考えた「みんな家族で生き生
き集落」というテーマのような集落の一
員となれるような活動をしていきたい。

菅家　成美さん（３期生）
講座に参加して学んだことを活か
し、自分が出来ることを少しずつ深
めていけるよう心掛けていきたい。

三瓶　彰治さん（３期生）
資源を活かした集落づくりの活動に
春から取り組んでいき、少しでも結
果の出るように励んでいきたい。

酒井　みき子さん（３期生）
２年間学んだことを生かして、自
分が出来そうなことから地域に貢
献していきたいと思う。

佐藤　　学さん（３期生）
講座では今後いろいろな場面で役立つで
あろうことを学んだ。微力ながらこの活
動で得たことが何かの役に立てばと思う。

受講生18名　これからは･･･


